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【一般会計補正予算など 主な議案の概要について】

里山保全地域等指定整備事業
（事業費総額 1億3500万円）

三ケ島２丁目墓地計画地を市が公有地化へ

成30年所沢市議会第3回定例会は9月5日から10月4日まで開催され、
継続審査となった第６次所沢市総合計画基本構想及び前期基本計

画を除き、平成30年度所沢市一般会計補正予算をはじめとする市長提出
議案がいずれも原案のとおり可決・同意されました。

主な議案の内容としては、里山保全地域等指定整備事業、西所沢駅西
口開設推進事業、フランス航空教育団来日100周年記念イベント開催支援
事業などに係る補正予算が計上されたほか、重度心身障害児等の医療費
の助成に関する条例の一部改正、障害者通所施設・老人福祉センター・
児童館・斎場等の施設に係る指定管理者の指定などの議案が提出されま
した。なお、狭山湖周辺人道橋については、工事の入札が不調となった
ため、今年度中の竣工が見込めないことになりました。また、最終日に
は清水国明氏（タレント）が教育委員会委員として再任されました。

平

●「所沢市みどりの基本計画」では、狭山丘陵一帯を重点的に緑地の保全に配慮を加える
べき地区として、狭山丘陵保全配慮地区に設定しています。

●ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例に基づき、同保全配慮
地区内の緑地約7.56haについて、平成28年3月に三ケ島二丁目里山
保全地域に指定し、約3. 7haの緑地を公有地化しているところです。

●三ケ島二丁目墓地計画地（面積10818.15㎡）は同里山保全地域に
隣接しており、みどりの保全のため、公有地化に向けて平成29年
10月以降事業計画者と交渉を重ね、公有地化及び購入価格につい
て合意形成が図られたことから、用地を取得するものです。



西所沢駅西口開設推進
事業（事業費総額 1049万6千円）

フランス航空教育団来日
100周年記念イベント開催
支援事業

●西所沢駅西口開設については、平成27年8月に
策定した整備計画に基づき事業を進めてきたと
ころ、今年度になって西武鉄道及び庁内関連部
署により具体的な協議を行った結果、東西自由
通路及び橋上駅舎化を市の整備方針とすること
になりました。

●今後の事業実施に当たり、自由通路及び橋上
駅舎を整備することで現在の交通量がどう変化
するかについて、より具体的な
シミュレーションを行った上で
住民に示す必要が生じたことか
ら、西所沢駅周辺の交通量等の
調査を実施するものです。

●フォール大佐を団長とするフランス航空教育
団が来日してから、2019年に100周年を迎える
機会を捉え、「日本の航空発祥の地 所沢」を
広く内外にＰＲする活動を支援するものです。

●フランス航空教育団来日100周年記念イベン
ト所沢実行委員会を中心に検討を進め、今般、
記念イベント（平成31年4月実施）の概要が定
まったことから、今年度中に補助金の交付決定
を行うため、平成31年度分
の所要経費について、債務
負担行為（限度額600万円）
を設定するものです。

５．東京五輪・パラの活用による市の活性化

６．行政の人財活用と機動的な市役所の実現

荻野泰男は平成27年4月に執行された所沢市議会議員選挙に際し、
（１）人口減少対策、（２）産業経済の活性化と財源の確保、
（３）健康長寿の実現と地域医療の充実、（４）美しく個性的で
災害にも強い街づくり、（５）2020年東京オリンピック・パラリ
ンピックを活用した所沢市の活性化（６）行政の人財活用と機動
的な市役所の実現、（７）議会の機能強化、（８）地域の諸課題
の解決、という８つの重点政策を掲げ、当選後はこれらを政策の
柱として議会での活動に取り組んでまいりました。そこで重点政
策に係るこれまでの主な取り組みと成果、現状等について前号に
続いて報告をさせていただきます。

●2020年に開催される東京オリンピック・パラリンピックを契機
として、ソフト・ハード両面で所沢市の活性化につながるような
取り組みを総合的に推進します。

●人事労務の専門家（社会保険労務士）として、市職員のスキルやモチベーションを更に
向上させるための 提案を積極的に行い、 出来ない理由を考えるのではなく、 どうすれば
出来るのかを考える市役所文化への転換と機動的な行政の実現を目指します。

【荻野泰男の取り組み】
●2016年リオ大会、2018年平昌大会における市ゆかりのアスリートに対する
支援（平成27年6月定例会・29年9月）、イタリア五輪チームのホストタウン
としての取り組み・専門部署の設置（29年9月）等について取り上げました。
●文化芸術振興ビジョンにおける位置づけ（27年12月）、東京2020参画プロ
グラム・文化オリンピアード（30年3月）に関する提案も行いました。

【荻野泰男の取り組み】
●行政改革大綱の進捗状況について指摘し（27年12月）、市職員の管理職手当の
定額化が実現しました。また、職員採用試験に関連し、採用に特化したＳＮＳの
活用を提案したところ、29年度からフェイスブックの運用が始まりました。
●税の過徴収等防止策の一環として、担当職員の専門知識・能力の向上などにつ
いて取り上げました（29年9月）。



市税収納管理等委託事業

●本市の市税徴収率については上昇傾向にあ
りますが、県内では下位に位置しており、今
後も社会保障経費等の増加が見込まれ、歳入
の確保が喫緊の課題となっています。

●この事業は収納管理、口座振替、滞納整理
調査業務を委託化し、滞納整理担当職員を確
保することにより、きめ細かい市民への対応、
市税の早期収納、収入額の増加及び収納率の
向上等を図るものであり、本年12月から平成
32年3月までを契約期間とする
業務委託契約を締結するため、
債務負担行為を設定するもの
です。事業費については国保
会計と案分して実施します。

重度心身障害児等の医療
費の助成に関する条例の
一部改正

●この制度は重度障害者が医療機関で支払っ
た保険適用分の医療費一部負担金を市が助成
する制度であり、埼玉県の要綱に基づき、市
の条例により、助成対象者等を定めています。

●助成の対象となり、受給資格登録をした者
のうち、本人の前年の所得が基準（所得360万
4千円）を超える場合は助成を行わないことと
します（平成31年1月からの
導入となりますが、本年12月
末時点での受給者については
経過措置があります）。

７．議会の機能強化
●行政を監視する機能にとどまらず、議会基本条例に規定された議会報
告会や政策討論会などの仕組みをさらに活用するとともに、 予算・決算
審議等の更なる充実を図ることにより、議会の政策立案機能、立法機能、
広聴広報機能等を高めることを目指します。

８．地域の諸課題の解決
●武蔵藤沢駅前から延長される新設道路の早期整備、 主要交差点の渋滞解消、 安全性・
利便性向上のための インフラ整備（上下水道など）、地域公共交通の充実、教育環境の
整備、旧湖畔荘の跡地利用等の課題に地域の皆様とともに取り組みます。

【荻野泰男の取り組み】
●平成27年度は市民文教常任委員として、文化財保護をテーマに政策討論会
の開催に尽力しました。また、広聴広報委員長として、市議会と早稲田大学
との連携協力を推進し、大学生を中心とする若い世代との交流会議（みみ丸
カフェ）の開催を企画しました（28年7月実施）。
●副議長として市内の医療資源の連携をテーマに「所沢市議会オープンセミ
ナー2017」（29年6月）を企画したほか、30年2月から始まった早稲田大学と
のインターンシッププログラムの導入にも携わりました。現在は議長として
議会基本条例制定10周年記念事業に取り組んでいます。

【荻野泰男の取り組み】
●上藤沢・林・宮寺間新設道路については今任期も議会でただ一人継続的に
取り上げてきたところ（27年9月、29年9月）、第１工区（国道４６３号バイ
パス～浅間山通り）が今年度中に供用開始の見込みとなっています。
●前号で触れた三ケ島工業団地周辺地区の産業団地整備のほか、地域に係る
テーマとしては、林地区周辺の悪臭問題・西狭山ヶ丘１丁目交差点の渋滞対
策・狭山湖観光用トイレの改修・根古屋城の活用可能性（28年3月）、三ケ島
まちづくりセンターの空調設備改修（29年12月）などについて質問しました。
●道路改修・修繕、カーブミラー・道路照明灯の設置など多数対応しました。

※今任期中は副議長（平成28年度）および議長（30年度）に就任したため、
一般質問の回数としては計８回になりましたこと、ご了承願います。
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